
3.11メモリアルネットワーク

第1回 伝承シンポジウム

13：00-16：40

会場：石巻専修大学 5 号館 5301 号室

【共催】東北国営公園事務所　宮城県　石巻市　石巻専修大学

復興庁宮城復興局　東松島市　女川町　東北大学災害科学国際研究所　公益社団法人中越防災安全推進機構　公益財団法人山の暮らし再生機構

公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀研究機構　　　　　　　　　　 三陸河北新報社（石巻かほく）　石巻日日新聞社　三陸新報社　朝日新聞仙台総局

読売新聞東北総局　毎日新聞仙台支局　産経新聞社東北総局　共同通信社仙台支社　時事通信社仙台支社　ラジオ石巻 FM76.4　オナガワエフエム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

 

【後援】

室崎益輝 氏（兵庫県立大学減災復興政策研究科 教授）

山口壽道 氏（公益財団法人 山の暮らし再生機構 理事長）

原田　浩 氏（元広島平和記念資料館長）

秋山真理 氏（一般社団法人 三陸アーカイブ減災センター 代表理事）

鈴木典行　  （3.11 メモリアルネットワーク 代表／大川伝承の会 共同代表）

ファシリテーター
佐藤翔輔 氏（東北大学災害科学国際研究所 准教授／ 3.11 メモリアルネットワーク基金 外部委員）

パネリスト

◆パネルディスカッション 「伝える力 地域を超えて 世代を超えて」

若者 × 佐藤敏郎（3.11 メモリアルネットワーク 理事／大川伝承の会 共同代表）

◆若者トーク 「私たちが語り継ぐ意義」

「ヒロシマの伝承～次世代へ語り継ぐもの～」
原田　浩 氏（元広島平和記念資料館長）

「災害の体験を伝えるということについて」
室崎益輝 氏（兵庫県立大学減災復興政策研究科 教授）

◆基調講演
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震災体験を語り続ける人たちがいる
被爆体験を語り続ける人たちがいる
だが震災は繰り返され、核兵器はなくならない

それでも私たちは信じる　伝える力を
伝え続けることで、心に変化が生まれていることを
地域を超えて、世代を超えて
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【主催・お問い合わせ】3.11 メモリアルネットワーク （URL  http://311mn.org/）

宮城県石巻市中央 2 丁目 8 番 2 号　TEL 090-9407-3125  FAX 0225-98-3692　Email  info@311mn.org



プログラムパネリスト紹介

若者トーク

アクセス

3.11 メモリアルネットワークについて

広島市生まれ、広島市在住。
昭和20年8月6日　人類史上最初の原爆投下により、
国鉄（現ＪＲ）広島駅（全焼全滅区域内）で被爆
（当時 6歳　被爆体験を語れる最後の館長・世代）。
現在の活動として、広島市ピースツーリズム推進
懇談会座長、広島市被爆体験証言者など。

原田　　浩 氏

元広島市国際平和担当理事
元広島平和記念資料館長（第 9 代）

兵庫県生まれ、京都大学大学院修了、京都市在住。
酒田大火、阪神淡路大震災などの復興計画に関わる
と共に、人と防災未来センター、阿倍野防災セン
ターなどの防災教育伝承施設の企画に関わる。
現在は、減災と復興に関わる人材育成のための大
学院づくりに取り組む。

室崎　益輝 氏

兵庫県立大学減災復興政策研究科 教授

新潟県新津市 ( 現在は新潟市 ) 生まれ、新潟市在住。
中越大震災被災地支援組織 ( 公社 ) 中越防災安全推
進機構の設立のため被災地へ。2007 年に設立され
た同機構で事務局長。
現在の取り組みとしては「高田松原津波復興祈念
公園震災津波伝承施設検討委員会」委員等。

山口　壽道 氏

公益財団法人 山の暮らし再生機構 理事長

【ファシリテーター】

（大学1年生・東松島市出身）

志野ほのか さん

（大学1年生・女川町出身）

鈴木　元哉 さん 永沼　悠斗 さん

（大学1年生・石巻市出身）

小さな命の意味を考える会代表。元中学校国語教師。県防災副読本編集委員。
現在はNPOやラジオで活動。

佐藤　敏郎
3.11 メモリアルネットワーク 理事
大川伝承の会 共同代表

東京都練馬区出身、岩手県陸前高田市在住。
2006 年練馬区と災害協定締結。2011 年４月以降
岩手県等において、自治体・事業所支援、アー
カイブ事業、防災教育等に従事。
現在の取り組みとしては、「陸前高田市思い出の品・
釜石市アーカイブ事業」、「ねりま減災どっとこむ」等。

秋山　真理 氏

一般社団法人 三陸アーカイブ減災センター代表理事
株式会社エムビーディー 代表取締役

石巻市（旧河北町）出身、石巻市在住。
東日本大震災による津波で大川小学校に通ってい
た小学校 6 年生の娘が犠牲となり、市内において
義父母と甥姪も犠牲となった。
現在の取り組みとしては、伝承活動においてのネット
ワークづくりと大川小学校での伝承活動等。

鈴木　典行

3.11 メモリアルネットワーク 代表
大川伝承の会 共同代表
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伝える力
地域を超えてえてえて

世代を超えてえてえて

　東日本大震災の伝承に携わる個人・団体が集まり、2017 年 11 月に発足した民間ネットワーク

組織です。

　①連携・調整 ②企画・評価 ③人材育成 に関する各事業を通じて、将来にわたる継続的な伝承

活動を支え、社会の困難に立ち向かう活力ある人・地域づくりに取り組むことを目的としています。

　多様な伝承の担い手が点在し連携、協力の必要が叫ばれていた石巻地方で発足し、多くの方の

賛同を得ながら宮城県内、岩手県、福島県、さらに東北以外の地域にも広がっています。

個人会員 188 名、登録団体 40 団体（2018 年 1 月末時点）。
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受付・開場

開会挨拶　石巻市長　亀山　紘

代表挨拶　3.11 メモリアルネットワーク　鈴木典行

基調講演　原田　浩 氏

　　　　　室崎益輝 氏

休憩・会場設営（10 分間）

若者トーク

パネルディスカッション

質疑応答

基金説明

PR タイム

閉会挨拶　東北国営公園事務所長　武藤　徹

終了

交流タイム

【ファシリテーター】

東北を中心に災害伝承に関する実証的な研究や実践支援活動に携わり、
主に宮城県内各地で防災・伝承に関するアドバイザーを務める。

佐藤　翔輔 氏　東北大学災害科学国際研究所 准教授

【司会】山川　竜輝 さん　（大学 4年生・女川町出身）

お車でお越しの際は、正門
を通り、第 1 学生駐車場に
駐車してください。

旧北上川

至三陸自動車道
石巻女川 I C

ニチイケアセンター石巻ニチイケアセンター石巻

石巻専修大学石巻専修大学

仮設南境第 4団地

ローソン石巻南境店ローソン石巻南境店

仮設南境第3団地仮設南境第3団地

石巻北部バイパス

南境トンネル

※交通の安全確保のため、自家用車

　及びオートバイによる来学経路は

　地図中赤ラインの経路となって

　おります。

第1学生駐車場

5号館1号館

森口記念館
2号館

本館 図書館

正門

[ 石巻専修大学 ]
宮城県石巻市南境新水戸１


